




1.  張愛玲と 1950～ 60年代香港映画――問題の所在
　張愛玲の話から始めよう。新中国成立後の 1952年、上海から香港に移った



























葉緯芳 （林黛） は史榕生 （張楊） を愛していながら、それを示す伏線がない。


























比べてみればよく分かる。1946年公開の 《不了情》 と 1947年公開の 《太太万
歳》 がそうだ。前者が描くのは、他所から上海に来て一人暮らしをしている女





























華な別荘である。《六月新娘》 の主人公 （男） の家はいくつも部屋のある大きな





















　1956年 （昭和 31年） ごろ、電気冷蔵庫、電気洗濯機、掃除機が三種の神器と
もてはやされたように、当時日本では家電製品は高嶺の花だった。例えば、典
型的な庶民を描いたとされる、マンガ 「サザエさん」 の磯野家に電気冷蔵庫が















父たちの滑稽さが際だつことになる。《六月新娘》 でも、主人公 （男） が結婚式
の当日に花嫁を取り替えようとするドタバタが描かれている。つまり、息子が
相手を自由に選べることが前提になっているわけだ。同じころ日本では、1955
年の統計で、まだ見合い結婚が 64. 5% を占めていた。
　しかし、これほど香港と異なるからといって、当時の日本人がそうした生活
を知らなかった訳ではない。ただ、それは現実の暮らしの中ではなく、テレビ
の中にあった。《パパは何でも知っている》 （Father Knows Best，1958～ 64年放送）




さんと娘と息子がいて、夫婦と子供 2人の 4人家族 （標準世帯） が毎日の


















 （三浦　展　〈culturestudies〉 、baby boomers の頃）　　
 http://www.culturestudies.com/baby_boomers/baby_boomers02.html
60年代にはいると、アメリカのホームドラマ （「うちのママは世界一」 「パパ




































3.  理想の 「香港人」――もう一つの夢
　さらに踏み込んで言えば、こうした映画は理想の生活とともに、模範的な
香港の夢はどこに？ （千野）　〔53〕





























































































































1） 例えば、李歐梵は 「不了情：張愛玲和電影」 （『蒼涼與世故』 牛津大學出版社，
2006年） で次のように述べている。「張愛玲寫過不少中英文影評屏響文章，也編
了幾個電影劇本，這是衆所周知的 「史實」。從這些歴史資料可以看出，張愛玲十
分熟悉三十年代荷里活的愛情 「諧閙戲劇」 （screwball comedy） ……」
2） 原文は次のとおり。「最大的毛病在於各劇中人之性格、心理刻劃均欠明朗。葉緯




4） 河本美紀 「『スクリューボール･コメディー』 としての 『情場如戦場』」 （『野草』
第 77号、中国文芸研究会、2006年 2月）
5） ホームコメディーと人気を二分していたのが武侠映画だが、こちらは広東語の
作品が多かった。詳しくは張建徳 「囯泰與武俠電影」 （『囯泰故事』 所収、香港電
影資料館、2002 年）、羅卡 「邵氏彩色武俠世紀的淵源與發展」 （『邵氏電影初探』
所収、香港電影資料館、2003年） などを参照。
6） 岡田憲治 『昭和の住まい学』 （鶴書院、2006年） による。
7） 朝日新聞 be 編集部 『サザエさんをさがして』 （朝日新聞社、2005年） による。
8） 朝日新聞 be 編集部 『サザエさんをさがして　その 2』 （朝日新聞社、2006年） に
よる。
9） 原文は次のとおり。「五六十年代的電懋邵氏公司的影片，抄襲荷里活的甚多……
和五十年代香港的現實甚遠」 （《從 〈溫柔的陷阱〉 到 〈情場如戰場〉》）



















図：パパは何でも知っている…… 《パパは何でも知っている》 の 1シーン。
（JTB フォト提供）　　　
本論文は、2006年 9月香港浸会大学で開催された 「張愛玲逝世十周年紀念国際学術討
論会」 での発表稿に加筆した、日本語バージョンです。
